
被　　服

2Ba－9 シルバーエイジの衣服に関する文献分類

大妻女大短大　○金谷喜子　都築昌子

〔(社)日本家政学会

目的：現在の経済情勢は停滞間であるが、物資は豊富に出回っている。しかし、私達が本

当に望む品質の物を探す事はそれほど簡単ではない。特に衣料品は嗜好が優先する品と考

えられる事からも、若者中心の市場では中高齢者に適する物は見つけに､くい。装う人間の

高齢化に伴う体型や好みの変化にも即応し、機能的・生理的に着心地の良い衣服が望まれ

る。そこで中高齢世代の衣服情報を収集し、体系化することを試みた。

　尚、本調査研究ば被服教育を考える集い¨のメンバーによるものであり、今回はその

一端を報告する。

方法：学会it（家政誌、繊消誌、人間工学会誌等）及び、一般雑誌を情報源として、1985

～1995年までの中高齢世代の衣服に関する研究報告を収集。更に1991～1995年までの新聞

　（朝日、日経、読売等）や東京、埼玉等の広報誌に掲載された衣生活に関する記事を集め

た。これらの内容を、Ａ衣服材料、B体型、C色柄、Ｄデザイン・構成、Ｅ動作･生理、

Ｆその他の６分野に分類し、考察を行った。

結果：本調査の結果、デザイン分野が30％と多く、次いで動作、生理、心理、色柄等の順

であった。また、来るべき高齢社会にそなえ、現在各方面から多くの関心が寄せられてお

り、住居、食事、医療、介護等、非常に多くの文献が見られた。しかし。高齢者を対象と

した衣服の研究は、それ等に比しごく僅かである。特に個人の好みは、年齢には左右され

ないため、心理的な影響が多分に大きいものと考えられる。

２ Ba－10 高齢者用衣服－ボタンのかけはずしについて一
猪又　美栄子　　○中村亜矢子（昭和女子大）

＜目的＞　高齢者は、加齢によって運動機能の低下か生じ、衣服の着脱に関する動作など
がしにくくなる。ボタンかけ動作では、袖ロボタンのかけはずしかしにくいなどの指摘が

されている。また高齢者の既製服に関する問題点の一つとして袖丈か長いことが上げられ
ている、そこで袖丈の長さと袖ロボタンのかけはずしのしやすさについて検討するため着

用実験を行った。

＜方法＞　実験の要因としてブラウスの袖丈を取り上げ、手首点より6 cm長い袖丈から2 cm
短い袖丈まで2cm刻みに5水準設定した。着脱動作をビデオ撮影しボタンかけはずし動作の

所要時間を測定した。同時に、かけはずしのしやすさの官能検査と手先の器用さの測定検

査３種類（狙準検査・共応検査・リング挿検査）を行った。被験者は健康な60歳代から80
歳代の女性18名と、本学2歳代女性9名である。

＜結果＞(1）手先の器用さは高齢者は3種類の検査とも若年者より低下していた。

　（２）所要時間の分散分析の結果、高齢者と若年者でボタンかけ所要時間に差があること
が分かった。高齢者を60歳代・70歳代・80歳代の年代グループに分けて分散分析を行った

結果、グループ間の差が1％の危険率で有意となり加齢によってボタンかけの所要時間が増

えることが認められた。（３）前ボタン1個当たりのかけはずし動作の平均所要時間を比較

すると、袖ロボタンのかけはずしの方が3倍近くかかり、高齢者の動作では袖ロボタンのか
けにくさが問題であることか確認された。（４）ビデオ観察の結果、袖丈が長めの場合、

若年者と高齢者では袖口のボタンかけ動作か異なることが観察された。
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